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ン状。雌雄ともに歩脚の指節は短い鉤爪状。フジナマ
コの総排泄腔にすんでいるが，二枚貝類のアリソガイ
やチョウセンサザエの外套腔内からも見つかる。
分布 － 東京湾から紀伊半島沿岸および日本海全沿
岸。鳥取県沿岸新記録。

167. ホウズキピンノ Pinnotheres laquei Sakai, 1961

（図 38-167）
　甲幅 5 mmほどの小型種で，ホウズキチョウチン（腕
足動物）の体腔内に生息する。甲の輪郭は後方がわず
かに広い円形で，後縁も弱くふくらんでいる。歩脚は
いずれも細長く，腕節，前節の前後縁に長い毛がまば
らに生えている。各対の指節も細長い。
分布 － 相模湾から紀伊半島沿岸から知られているほ
か，日本海では兵庫県と鳥取県から記録されている。

168. ウモレマメガニ Pseudopinnixa carinata Ortmann, 1894

（図 38-168）
　甲幅 1.5 cmほどで，わずかに横長。甲の輪郭は丸み
を帯びているが，後方がやや広い。背面は盛り上がる。
甲の前側縁は弱く湾曲して，短い後側縁と連絡する。
はさみ脚は細い。歩脚は前 3対は同長で，第 4対だけ
がやや短い。各対の指節は短く，前後縁に毛が生えて
いる。第 3顎脚の指節は著しく長く，前節と斜めに関
節している。干潟の泥砂中に埋もれている。1属 1種。

図 38（カクレガニ科）. 165: オオシロピンノ Arcotheres sinensis (Shen, 1932). 166: フジナマコガニ Pinnaxodes major 
Ortmann, 1894. 167: ホウズキピンノ Pinnotheres laquei Sakai, 1961. 168: ウモレマメガニ Pseudopinnixa carinata 
Ortmann, 1894. 170: ニホンマメガニダマシ Sakaina japonica Seréne, 1964.
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分布 － 房総半島から瀬戸内海にかけて記録されてお
り，その他日本海では新潟県と鳥取県から知られている。

169. ヤハズマメガニダマシ Sakaina incisa Sakai, 1969

　甲幅 4 mmほどの小型種で，甲の輪郭はニホンマメ
ガニダマシに似ている。甲の前側縁の短毛の帯は前端
が眼窩外歯に達しない。雄の腹部は第 7節が著しく長
く，末端が V字形に切れ込んでいる。歩脚は第 1，2
対が強大，第 3対はやや短く，第 4対は細く短い。テ
ングサや石灰藻の間で見つかる。
分布 － 相模湾および秋田県から知られている。鳥取
県沿岸新記録。

170. ニホンマメガニダマシ Sakaina japonica Serène, 1964

（図 38-170）
　甲幅 7 mm，甲長 4 mmほど。甲の輪郭は横長い四
角形。甲の前側縁は強く張り出し，後側縁は狭まって
いる。2つに分かれた額縁には短毛の縁取りがあり，
甲の前側縁にも短毛の帯が不明瞭にある。歩脚は第 1，
2対が長いが，第 3対は明らかに細くて短い。雄の腹
部第 7節の末端は切断された形をしている。岩礁のテ
ングサや石灰藻の間で見つかる。
分布 － 相模湾から紀伊半島沿岸から知られている
が，北海道の日本海側からも記録されている。鳥取県
沿岸新記録。

XXXV．サワガニ科 POTAMIDAE

171. サワガニ Geothelphusa dehaani (White, 1847)

（図 39-171）
　甲幅 2.5 cmほどで，甲の輪郭は丸みの帯びた四角形
ないし幅の狭い楕円形。甲面は滑らかで光沢がある。

甲域は不明瞭。甲の側縁に列生した小顆粒が弱い縁取
りを形成している。甲の前側縁は不明瞭な眼下外歯の
すぐ後方に小さな切れ込みがある。はさみ脚は雄では
左右不同で，どちらかが大きい（右大の個体が多い）。
地方によって体色が紫黒色，灰青色，黄土色～褐色な
どがあるが，同一種として扱われている。
　淡水産のカニとして有名で，谷川の石の下にすむ。
雌は50粒内外の大型卵を産み，稚ガニが直接孵化する。
食用にするが，ウェステルマン肺吸虫の第 2中間宿主
となることがあるので加熱処理が必要である。
分布 － 本州，四国，九州に広く分布し，南限は屋久
島とされる。

XXXVI．スナガニ科 OCYPODIDAE

172. スナガニ Ocypode stimpsoni Ortmann, 1897

（図 40-172）
　甲幅 2.5 cmで，甲の輪郭はほぼ正四角形。体は厚み
があり，前後に弱く湾曲するのみで，甲面が強く盛り
上がることはない。一様に細かい顆粒で覆われ，甲域
は不明瞭。眼下外歯は三角形で，先端が斜め前方を向
いている。甲の側縁は真っすぐで，切れ込みはない。
はさみ脚は左右不同で，どちらか片方が大きい。大き
い方の掌部内面，両指の付け根に沿ってやすり状の発
音器がある。
　白砂の浜を代表するカニで，満潮線付近に深さ
20-30 cmの穴を掘ってすむ。夜行性であるが，小型個
体は昼間でも活動する。
分布 － 男鹿半島および岩手県以南，九州までの両沿
岸，韓国，中国北部。

図 39（サワガニ科）. 171: サワガニ Geothelphusa 
dehaani (White, 1847).

171
図 40（スナガニ科）. 172: スナガニ Ocypode stimpsoni 

Ortmann, 1897.
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XXXVII．オサガニ科 MACROPHTHALMIDAE

173. オヨギピンノ Tritodynamia horvathi Nobili, 1905

（図 41-173）
　甲幅 1.5 cm。甲の輪郭は台形で，後側部に背面に向
かって切断された面が形成されている。甲面は前後に
湾曲し，滑らかで甲域は不明瞭。はさみ脚は強大で，
可動指の基部に 1歯ある。第 1～第 3歩脚は長いが，

第 4脚は小さい。第 3歩脚の前節と第 4脚の両縁には
長毛が密に生えている。有明海や瀬戸内海，東京湾な
どで，多数の個体が海面近くを群泳することがある。
泥底のチンチロフサゴカイ（環形動物）の棲管中で発
見されたことがあるが，群泳時に見られるほどの個体
がどこで生活しているのかは不明である。また，何を
切っ掛けに，なぜ群泳するのかも明らかではない。
分布 － 東京湾，瀬戸内海，有明海から知られるほか，
中国北部の山東半島沿岸からも記録されている。兵庫
県産。

174. ヨコナガピンノ Tritodynamia japonica Ortmann, 1894

（図 41-174）
　甲幅 1.2 cmほどで，甲長は甲幅の 1/2。甲は前側縁
の前部が丸く張り出し，後部が後方を向いて開いてい
る。後方に滑らかな小面が形成されている。歩脚は第
2対目が著しく長く，甲長の 4倍以上。第 4対目は著
しく短い。第 3顎脚の長節，腕節はそれぞれ内側に曲
がって関節し，前節と指節はそろって腕節末端に関節
する。指節は長い楕円形。前節と指節には長い羽状毛
が生えている。ツバサゴカイやギボシムシの孔道内に
すむ。
分布 － 日本固有種で，男鹿半島から鳥取県までの日
本海，東京湾から伊勢湾にかけて知られている。

175. オオヨコナガピンノ Tritodynamia rathbunae 

Shen, 1932

（図 41-175）
　甲幅 2 cm，甲長は約半分。甲の輪郭は丸みのある横
長の四角形，すなわち額縁と眼窩上縁は一直線で，甲
の後縁と平行，左右の側縁も互いに平行である。甲面
は前後に湾曲し，滑らかで，甲域は不明瞭。はさみ脚
の長節前縁と掌部下縁に毛が列生している。第 1～第
3歩脚は長いが，第 4脚は短い。第 2，第 3対の腕節
と前節の前縁に沿って，また，後縁に羽状毛が列生し
ている。第 4脚も同様の毛で縁取られている。ツバサ
ゴカイやギボシムシの棲管にすむ。
分布 － 東京湾から瀬戸内海，石川県から山口県，韓
国，中国北部から知れられている。

XXXVIII. イトアシガニ科 PALICIDAE

176. オオイトアシガニ Pseudopalicus amadaibai 

(Sakai, 1963)

（図 42-176）
　甲幅 1.5 cmほど。甲の輪郭は丸みのある四角形で，
後方がやや広い。甲面は盛り上がらず，各甲域には小

図 41（オサガニ科）. 173: オヨギピンノ Tritodynamia 
horvathi Nobili, 1905. 174: ヨ コ ナ ガ ピ ン ノ 
Tritodynamia japonica Ortmann, 1894. 175: オオヨ
コナガピンノ Tritodynamia rathbunae Shen, 1932. 
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顆粒が集まった顆粒群がある。額縁には 4歯あり，中
央の 2歯がやや突出している。甲の前側縁には眼窩外
歯を含めて 5歯あるが，後方の 3歯は小さい。甲の後
縁には平たい顆粒が並んでいる。第 1腹節の稜が甲の
後縁の後方に見え，やはり平たい顆粒で縁取られてい
る。はさみ脚は左右で著しく大きさが異なり，各節と
も大小の顆粒で覆われている。第 2，第 3歩脚は強大で，
長節の前縁に歯が並んでいて，末端の歯は長大な突起
状。腕節と前節は平たく，前節の前後縁に長毛が列生
している。第 4歩脚は糸状。
分布 － 房総半島から九州西岸までの浅海底に生息す
る。日本海新記録。

XXXIX．アシブトイトアシガニ科 TONOTIDAE

177. アシブトイトアシガニ Crossotonotus spinipes 

(De Man, 1888)

（図 43-177）
　甲幅 3.5 cmに達する大型種。甲の輪郭は丸みのある
四角形で，後方が狭い。甲面は平らで，甲域に分けられ，
各甲域には顆粒が散在する。額は 4歯からなり，中央
の 2歯が大きい。甲の前側縁には鋭く尖った 8，9歯
があり，後方へ順次小さくなる。甲の後側縁には小棘
が並び，甲縁には小棘と短毛が列生している。右のは
さみが大きい。左右とも掌部の内面に軟毛が密生して
いる。歩脚は第 2，第 3対が強大で，第 1対がこれに
次ぐ。第 4対は第 1対よりも小さいが，極端に縮小し
ていることはない。各対とも長節の前縁に小棘が並び，
前節の前縁には長毛が列生している。
分布 － 相模湾から土佐湾，鳥取県沖，琉球列島，ハ
ワイ，インドネシアなどの水深 10-15 mの岩礁に生息
する。

XL．ユウレイガニ科 RETROPLUMIDAE

178. ユウレイガニ Retropluma denticulata Rathbun, 1932

（図 44-178）
　甲幅 1 cmほどの小型種。甲の輪郭は幅の狭い，丸
みのある四角形ないし楕円形。甲面は平らで，前 1/3

と後 1/3を横切る稜により三等分されている。甲の側
縁は中央部で膨らみ，小歯が列生している。額は狭い
三角形で，その両側に長い眼柄が位置する。はさみ脚
は左右で大きさが異なり，小はさみでは指部が著しく
長い。第 1～第 3歩脚は長く，両縁とも長毛で縁取ら
れている。第 4脚は糸状で，多くの節に分かれている。
分布 － 日本固有種で，相模湾から九州，島根県沖の

図 42（イトアシガニ科）. 176: オオイトアシガニ 
Pseudopalicus amadaibai (Sakai, 1963).
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図 43（アシブトイトアシガニ科）. 177: アシブトイトア
シガニ Crossotonotus spinipes (De Man, 1888).
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図 44（ユウレイガニ科）. 178: ユウレイガニ Retropluma 
denticulata Rathbun, 1932.
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水深 70-110 mに生息する。
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付表．日本海南西部鳥取県沿岸およびその周辺に生息するカニ類の採集データおよび標本管理者
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